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表紙の写真：新・農のある風景 ～其の79  ～　収穫機械を使用した毛豆収穫（ＪＡごしょつがる）
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　青森県農協青年部協議会（以下、県青協）では、コロナ禍で青年部活動が制限されるなか、1,200
名の盟友とともに歩みを止めずできる活動を継続するべく取組んだ。

１．課題解決への取組み
　各青年部では、盟友一人ひとりが営農や地域活動を進めていく上での課題や疑問点を整理し、
盟友同士で解決策を検討した「ＪＡ青年組織の政策・方針集（ポリシーブック）」を作成（見直し）
している。
　県青協のポリシーブックでは、地域における担い手不足、青年組織への未加入などの課題を認
識しており、青年組織の仲間の拡大のため、積極的な活動等の紹介による新規就農者等への興味・
関心につなげることとしている。また、一般消費者に青森県農業への理解促進に取組むこととし
ている。

２．情報発信の強化
　今年度より、「インスタグラム」と「フェイスブック」のアカウントを取得し、青年部の盟友
拡大と、一般消費者への青森県農業への理解促進を目的に、「あおもり農業男子」の企画に取組
んだ。
　各単組の代表者７名の農業男子による青年部活動の紹介やより身近に感じていただくため農作
業等のＳＮＳ投稿を行った。
　結果、農業男子の作る農産物を抽選でプレゼントすることもあり、多くの方々に応援メッセー
ジ、投票を頂だいた。
　この企画は、県内３紙と産経新聞、ネットニュースにも取り上げられ、青年部活動の情報発信
と一般消費者への農業理解促進に、一定の成果を得ることができた。

　　 今 回 の 取 組 み で、 フ ェ イ ス ブ ッ ク の リ ー チ 数 は、　
　7,0 3 7人、 フ ォ ロ ワ ー 数 は、 イ ン ス タ グ ラ ム233人、　
　フェイスブック84人となった。

　来年度以降も、青森県農業と青年部活動への理解促進のため、参加型の農業体験・収穫体験等
を企画し、組織強化をめざす。

青森県農協青年部協議会

　第29回ＪＡ全国大会決議において、ＪＡグループは、食・農・地域の実態と「国消国産」の意義

等について効果的な情報発信を行い、国民理解の醸成などに取り組むことを確認した。

　ＪＡグループ各組織の事業内容や地域によっての独自性等を考慮したうえで、全体の広報活動の

費用対効果が大きく得られるよう、10月16日の「国消国産の日」を基点に、「10月」全体を「国消

国産月間」として定め、当該期間内に、「『国消国産』ＪＡグループ統一運動」として、ＪＡグルー

プ一体となった情報発信強化に取り組むこととしている。

　具体的には、ＪＡグループが提起した「国消国産」のキーメッセージについて、①まず関心を持っ

てもらい、②次に訴求対象（「子育て世代女性層」「若年層」を重点対象）などに合わせ、わかりや

すく自分ゴト化を促し、③一層関心を持っていただき、④最終的に国民・消費者の行動変容に繋が

るような広報施策をすすめる。

　「子育て世代女性層」向け施策では、人気料理研究家のコウケンテツ氏とタイアップし、「国消国

産」をより身近の行動変容（国産農畜産物の購入）に繋げるため、子育て世代女性層を意識し、直

売所に訪れていただくためのキャンペーンを全国のＪＡグループ各組織が統一的に展開する。

　なお、本県の取り組みは、本県直売所で500円以上お買い上げいただいた方に、先着順でエコバッ

クを配布する（具体的なキャンペーン内容はＰ６を参照）。

　また、「若年層」向け施策では、「国消国産」の意義等に関心を持ってもらうため、乃木坂46を活

用した資材（ポスター、広告原稿、学習用資材、ＣＭ素材等）を、「国消国産月間」を念頭に、話

題性が高まるよう、ＪＡグループ各組織がイベント等で活用していくことも効果的な情報発信にな

り得るであろう。

ＪＡ青森中央会

「国消国産」ＪＡグループ統一運動
～ 「10月16日」を「国消国産の日」、「10月」を「国消国産月間」に ～
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青森から３つの「美味い！！」
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一般社団法人日本旅行業協会（JATA）の正会員です。
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